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▲満場の一致で新たな運動方針を確認した

石上 千博
自治労中央委員長

鬼木まこと
参議院議員

「
自
治
労
き
ょ
う
と
」月
１
回
に
変
更

　

府
本
部
第
９０
回
定
期
大
会
に
お
け
る
第
３
号
議
案
「
府
本
部
財
政
・
組
織
健
全

化
計
画
」
の
確
認
内
容
に
基
づ
き
、
機
関
紙
「
自
治
労
き
ょ
う
と
」
は
、
こ
れ
ま

で
の
月
２
回
発
行
か
ら
月
１
回
発
行
（
毎
月
１５
日
発
行
予
定
）
に
変
更
と
な
る
。

今
後
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
展
開
も
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き

ご
注
目
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
た
い
。

　

自
治
労
京
都
府
本
部
第
９０

回
定
期
大
会
に
ご
参
集
い
た

だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
る
。
先
般
、
連
合
京
都
と

京
都
経
営
者
協
会
に
よ
る
労

使
海
外
調
査
団
の
一
員
と
し

て
ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
を
訪
問
し
、
戦
争
証
跡
博

物
館
や
ク
チ
ト
ン
ネ
ル
を
視

察
し
た
。
枯
葉
剤
に
よ
る
被

害
は
５０
年
を
経
た
今
も
続

き
、
戦
争
が
い
か
に
人
々
の

命
と
尊
厳
を
奪
う
か
を
痛
感

し
た
。
自
治
体
労
働
者
が
か

つ
て
召
集
令
状
を
配
る
役
割

を
担
わ
さ
れ
た
歴
史
を
踏
ま

え
、
二
度
と
戦
争
を
許
し
て

は
な
ら
な
い
。
日
本
を
「
戦

争
が
で
き
る
国
」
に
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
平
和
を
守

る
運
動
の
先
頭
に
立
た
ね
ば

な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
た
。

　

２
０
２
５
年
度
は
昨
秋
の

衆
院
選
、
今
夏
の
参
院
選
と

２
度
の
国
政
選
挙
に
全
力
で

取
り
組
み
、
多
大
な
支
援
に

感
謝
す
る
。組
合
活
動
で
は
、

昨
年
の
確
定
闘
争
で
自
治
体

首
長
要
請
を
実
施
し
、
地
域

手
当
引
下
げ
を
阻
止
し
、
国

以
上
の
引
上
げ
を
実
現
し
た

単
組
も
あ
っ
た
。
次
世
代
育

成
を
め
ざ
す
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ

ッ
ジ
が
初
の
修
了
式
を
迎

え
、「
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も

っ
と
投
資
を
！
」
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
や
共
済
加
入
促
進
キ
ャ

ラ
バ
ン
な
ど
、
新
た
な
取
り

組
み
も
展
開
で
き
た
。

　

１０
月
か
ら
は
賃
金
確
定
闘

争
と
現
業
・
公
企
統
一
闘
争

が
始
ま
る
。
京
都
市
で
は
地

域
手
当
１０
％
が
維
持
さ
れ
、

他
の
自
治
体
も
支
給
率
の
維

持
・
引
上
げ
を
め
ざ
す
。
人

員
確
保
の
課
題
は
深
刻
で
あ

り
、
安
定
し
て
長
く
働
け
る

職
場
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
働
き
や
す
く
働
き
甲

斐
の
あ
る
職
場
を
実
現
す
る

に
は
、
現
場
の
声
を
反
映
す

る
労
働
組
合
の
存
在
が
不
可

欠
で
あ
る
。

　

賃
上
げ
を
は
じ
め
、
職
場

環
境
改
善
、
人
員
確
保
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
ど
、
多
様

な
課
題
に
取
り
組
み
、「
単

組
活
動
の
活
性
化
」
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。
本
日
の

定
期
大
会
で
は
代
議
員
の
み

な
さ
ん
の
活
発
な
議
論
に
よ

り
、
よ
り
豊
か
な
方
針
を
つ

く
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

大
会
は
午
後
１
時
に
開

会
。
国
保
労
組
の
山
田
代
議

員
と
井
手
町
職
の
中
田
代
議

員
を
議
長
に
選
出
し
た
。
岡

本
執
行
委
員
長
の
主
催
者
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
石
上
本
部

委
員
長
、原
連
合
京
都
会
長
、

泉
立
民
府
連
会
長
、
鬼
木
組

織
内
参
議
院
議
員
な
ど
、
１２

人
の
来
賓
か
ら
激
励
・
連
帯

の
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

議
長
に
よ
る
大
会
成
立
宣

言
の
あ
と
、
執
行
部
よ
り
２

０
２
５
年
度
諸
報
告
が
行
わ

れ
た
。
一
般
経
過
報
告
、
会

計
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報

告
が
さ
れ
、
質
疑
討
論
を
経

て
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
下
記
８
つ
の
議

案
が
執
行
部
よ
り
提
案
さ
れ

た
。
①
２
０
２
６
―
２７
年
度

運
動
方
針
（
案
）、
②
当
面

の
闘
争
方
針
（
案
）、
③
府

本
部
財
政
・
組
織
健
全
化
計

画
（
案
）、
④
一
般
会
計
・

特
別
会
計
予
算
（
案
）、
⑤

府
本
部
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推

進
計
画
（
案
）、
⑥
自
治
労

　

岸
ま
き
こ
組
織
内
参
議
院

議
員
の
再
選
に
感
謝
を
申
し

あ
げ
る
。
今
の
政
治
は
『
減

税
あ
り
き
』
で
、
将
来
の
社

会
像
が
見
え
な
い
。
財
源
な

き
減
税
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
や

京
都
府
本
部
特
別
執
行
委
員

・
顧
問
の
定
数
と
選
任

（
案
）、
⑦
府
本
部
救
援
委

員
の
選
出
（
案
）、
⑧
監
査

法
人
の
承
認
（
案
）。
す
べ

て
の
議
案
は
質
疑
討
論
・
採

人
員
確
保
を
脅
か
す
も
の

で
、
医
療
や
介
護
の
現
場
も

危
機
的
状
況
だ
。
自
治
労
と

し
て
現
場
の
声
を
国
政
に
届

け
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
年
の
人
事
院
勧
告
で

は
中
高
年
層
の
賃
上
げ
も
実

現
し
た
。確
定
闘
争
に
向
け
、

引
き
続
き
力
を
合
わ
せ
て
が

ん
ば
っ
て
い
こ
う
。

　

新
た
に
府
本
部
執
行
委
員

長
に
ご
信
任
い
た
だ
い
た
自

治
労
京
都
市
職
出
身
の
森
本

で
す
。
今
回
退
任
さ
れ
た
高

橋
前
自
治
総
研
専
務
理
事
、

岡
本
前
府
本
部
委
員
長
の
こ

決
を
経
て
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
た
。会
場
討
論
で
は
、

政
治
の
課
題
や
組
織
の
強
化

に
関
す
る
報
告
や
意
見
が
出

さ
れ
た
。

　

２
０
２
６
―
２７
年
度
の
役

員
選
挙
が
行
わ
れ
、
森
本
執

行
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る

れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

バ
ト
ン
を
引
き
継
ぐ
新
執

行
部
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
違

い
、
３５
年
前
府
本
部
が
再
建

さ
れ
た
当
時
の
事
を
ほ
と
ん

四
役
・
執
行
委
員
・
会
計
監
査

委
員
２７
名
が
信
任
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
大
会
宣
言
等
を

採
択
し
、
最
後
に
森
本
新
執

行
委
員
長
の
発
声
に
よ
る
力

強
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
大

会
を
締
め
く
く
っ
た
。

�

（
２
面
に
関
連
記
事
）

ど
知
ら
な
い
世
代
と
な
り
ま

す
が
、
組
合
員
の
み
な
さ
ん

の
声
を
聴
き
、
生
活
と
仕
事

を
守
る
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。
そ
し
て
「
学
ぶ
姿
勢
」

と
「
向
上
し
よ
う
と
す
る
意

欲
」
を
忘
れ
ず
に
、
単
組
を

守
り
、
大
切
に
し
な
が
ら
、

す
べ
て
の
単
組
が
一
丸
と
な

っ
て
本
当
に
必
要
と
さ
れ
る

労
働
組
合
を
め
ざ
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
近
耳
に
し

た
、
と
あ
る
言
葉

の
意
味
を
よ
く
考

え
る
。「
笑
っ
て

い
て
も
泣
い
て
過

ご
し
て
も
、
平
等
に
時
は
流

れ
る
」
▼
あ
れ
こ
れ
悩
ん
で

く
よ
く
よ
し
な
が
ら
、
心
配

ご
と
に
想
い
を
巡
ら
せ
る
ば

か
り
の
人
生
な
ん
て
面
白
く

な
い
。
ど
う
せ
生
ま
れ
て
き

た
な
ら
阿
保
ら
し
い
の
も
あ

り
だ
ぜ
と
、
笑
い
な
が
ら
生

き
て
い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
。

そ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る

▼
こ
の
言
葉
に
は
続
き
が
あ

る
、「
誰
も
が
問
題
を
抱
え

て
い
る
、
だ
け
ど
素
敵
な
明

日
を
願
っ
て
い
る
」。
し
ん

ど
い
こ
と
も
つ
ら
い
こ
と
も

逃
げ
る
こ
と
な
く
す
べ
て
受

け
止
め
て
、
今
日
と
い
う
日

を
前
向
き
に
生
き
る
こ
と
が

大
事
な
ん
だ
、
と
自
分
自
身

に
そ
う
言
い
聞
か
せ
て
み
た

▼
理
想
と
現
実
が
交
錯
す
る

こ
の
世
の
中
で
、
自
分
の
評

価
と
他
人
の
評
価
の
違
い
に

心
が
折
れ
そ
う
に
な
る
時
も

あ
れ
ば
、
何
も
言
わ
ず
分
か

り
合
え
て
何
気
な
い
優
し
さ

や
愛
情
に
感
動
し
涙
す
る
こ

と
も
あ
る
。
誰
か
を
羨
ん
だ

り
他
責
に
逃
げ
る
の
で
は
な

く
あ
る
が
ま
ま
に
。
そ
し
て

強
く
あ
れ
と
い
う
前
に
自
分

の
弱
さ
を
知
る
勇
気
を
持
つ

こ
と
が
、
気
楽
に
生
き
る
上

で
大
切
で
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。�

（
日
出
）

　
府
本
部
は
９
月
２７
日
、
第
９０
回
定
期
大
会
を
京
都
市
・
ラ
ボ
ー
ル
京

都
で
開
催
し
た
。
２
０
２
６
ー
２７
年
度
運
動
方
針
と
確
定
闘
争
を
は
じ

め
と
す
る
当
面
の
闘
争
方
針
な
ど
８
つ
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て

の
議
案
は
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
森
本
尚

秀
新
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
新
執
行
部
が
確
認
さ
れ
た
。
出
席
代
議

員
数
は
２０
単
組
か
ら
１
０
６
人
で
、女
性
参
画
率
は
３３
・
０２
％
と
な
っ
た
。

　

岸
ま
き
こ
氏
の
再
選
に
対

す
る
京
都
の
仲
間
の
支
援
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
憲

法
改
正
を
め
ぐ
る
動
き
や
排

外
主
義
的
勢
力
の
台
頭
に
強

い
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。

民
主
主
義
・
平
和
・
多
様
性

を
守
る
立
場
か
ら
運
動
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
現
場

で
は
人
手
不
足
が
深
刻
で
あ

る
。
岸
ま
き
こ
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
、
組
合
員
の
厳
し
い

労
働
環
境
を
改
善
し
、
住
民

の
笑
顔
を
支
え
る
職
場
づ
く

り
に
全
力
を
尽
く
す
決
意

だ
。

府本部
第90回
定期大会
未来未来をを創創るる、仲間、仲間とともにとともに

2026-27年度運動方針を確認

森
本
委
員
長
を
先
頭
と
す
る
新
執
行
部
を
確
立

来賓
祝辞

　
本
大
会
で
は
、
自
治
労
本
部
の
石
上
千
博
中
央
執
行
委
員
長
、
鬼
木
ま
こ

と
組
織
内
参
議
院
議
員
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓
に
ご
臨
席
を
賜
り
、
激

励
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。
ま
た
、
祝
電
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
戴
し
た
皆
様

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平和と公共サービスを平和と公共サービスを
守るために守るために

自治労京都府本部
 岡本委員長あいさつ

新執行委員長
森本 尚秀（56歳）
出身単組：自治労京都市職
趣味：ギターとバイクのキ
カイダー路線

学
ぶ
姿
勢
と
向
上
し
よ
う
と
す
る
意
欲

新
委
員
長

あ
い
さ
つ
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米澤代議員
（自治労城陽）

杉本代議員
（京都交通労組）

石橋代議員
（国保労組）

髙橋代議員
（八幡市職労）

浅田代議員
（城南衛管労組）

増永書記長

　

第
２
号
議
案
で
は
、
組
織

の
強
化
・
拡
大
、
２
０
２
５

賃
金
確
定
闘
争
や
労
働
安
全

衛
生
、
現
業
・
公
企
統
一
闘

争
な
ど
当
面
す
る
課
題
に
つ

い
て
確
認
し
た
。

　

２
０
２
５
賃
金
確
定
闘
争

に
つ
い
て
、
人
事
院
は
８
月

７
日
、
月
例
給
を
１
５
０
１

４
円
（
３
・
６２
％
）、
一
時

金
を
０
・
０５
月
引
き
上
げ
る

勧
告
を
行
っ
た
。
月
例
給
の

引
き
上
げ
率
が
３
％
を
超
え

る
の
は
３４
年
ぶ
り
と
な
り
、

通
勤
手
当
等
の
改
善
も
勧
告

さ
れ
た
。

　

人
勧
が
出
れ
ば
自
動
的
に

各
自
治
体
の
賃
金
・
労
働
条

件
が
決
ま
る
わ
け
で
は
な

く
、
国
会
で
給
与
法
改
正
案

が
可
決
さ
れ
、
自
治
体
議
会

が
給
与
条
例
改
正
案
を
可
決

し
て
、
は
じ
め
て
各
自
治
体

の
賃
金
は
確
定
す
る
。
そ
の

た
め
、
中
央
本
部
は
総
務
省

交
渉
や
国
会
対
策
、
府
本
部

は
府
や
京
都
市
の
人
事
委
員

会
対
策
を
お
こ
な
う
。
府
本

部
の
掲
げ
る
確
定
闘
争
の
重

点
課
題
は
５
つ
（
別
表
）。

各
単
組
は
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会

前
で
の
労
使
合
意
が
重
要
と

な
る
た
め
、「
要
求
‐
交
渉

‐
妥
結
（
協
約
化
）」
の
サ

イ
ク
ル
を
確
立
し
よ
う
。

　

あ
わ
せ
て
、
昇
格
停
滞
や

賃
金
格
差
の
是
正
、
初
任
給

引
き
上
げ
、
経
験
年
数
換
算

の
見
直
し
な
ど
、
働
き
続
け

ら
れ
る
処
遇
改
善
を
進
め

る
。
さ
ら
に
、
男
女
の
給
与

格
差
是
正
や
最
低
賃
金
の
確

立
、
再
任
用
者
や
現
業
職
の

賃
金
改
善
に
も
取
り
組
む
。

労
働
安
全
衛
生
分
野
で
は
、

熱
中
症
対
策
や
カ
ス
ハ
ラ
防

止
、
高
年
齢
職
員
の
労
災
防

止
を
重
視
し
、
職
員
の
安
全

確
保
を
図
る
。
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
と
長
時

間
労
働
の
是
正
を
通
じ
、
安

心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
環
境
の
実
現
を
め
ざ
す
。

　

各
単
組
は
組
合
員
の
声
を

集
め
、
重
点
課
題
を
中
心
に

各
単
組
の
独
自
課
題
を
加

え
、
要
求
書
の
提
出
、
交
渉

を
お
願
い
し
た
い
。

　

府
本
部
の
闘
争
指
標
や
具

体
的
な
日
程
、
戦
術
な
ど
は

２
０
２
５
確
定
闘
争
推
進
会

議
（
１０
月
２２
日
・
ハ
ー
ト
ピ

ア
京
都
）
で
確
認
す
る
。

▼
国
保
労
組
・
石
橋
代
議
員

…「
被
用
者
保
険
適
用
拡
大
」

に
関
し
、
府
本
部
社
会
保
障

検
討
委
員
会
で
３
回
に
わ
た

り
議
論
い
た
だ
い
た
。今
後
、

自
治
体
職
場
に
大
き
な
影
響

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
次
年

度
以
降
も
委
員
会
の
継
続
開

催
と
各
単
組
と
の
連
携
強
化

を
求
め
た
い
。

▼
自
治
労
城
陽
市
職
・
米
澤

代
議
員
…
城
陽
市
長
選
挙
や

府
議
補
選
等
に
お
け
る
推
薦

候
補
当
選
の
御
礼
。
新
市
長

と
も
引
き
続
き
良
好
な
関
係

を
継
続
し
交
渉
を
進
め
た

い
。
ま
た
単
組
執
行
部
が
人

手
不
足
の
た
め
協
力
と
支
援

を
求
め
る
。

▼
京
交
労
組
・
杉
本
代
議
員

…
参
政
党
や
極
右
勢
力
の
台

頭
に
よ
り「
ス
パ
イ
防
止
法
」

な
ど
の
危
険
な
動
き
が
強
ま

っ
て
い
る
。
戦
前
の
治
安
維

持
法
の
再
来
と
な
ら
な
い
よ

う
自
治
労
と
し
て
も
阻
止
の

立
場
を
明
確
に
し
て
ほ
し

い
。

▼
八
幡
市
職
労
・
髙
橋
代
議

員
…
「
１
自
治
体
１
協
力
議

員
」
の
実
現
を
求
め
、
ど
の

候
補
者
を
支
援
す
べ
き
か
わ

か
ら
な
い
現
状
を
改
善
し
、

組
合
員
が
安
心
し
て
一
票
を

投
じ
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
を

府
本
部
に
求
め
た
。

体
国
保
へ
の
影
響
を
重
く
受

け
止
め
、
現
場
の
意
見
を
踏

ま
え
て
議
論
を
継
続
し
、
必

要
に
応
じ
て
検
討
委
員
会
を

開
催
し
て
い
く
。（
京
交
）

極
右
勢
力
の
台
頭
に
強
い
危

機
感
を
示
し
、「
ス
パ
イ
防

止
法
」
の
阻
止
に
自
治
労
本

部
と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

執行委員長
森本　尚秀
（自治労京都市職）

書記次長
西村　友喜
（国保労組）

執行委員
宮口　　大
（国保労組）

執行委員
千田　彩加
（国保労組）

執行委員
西川　　翔
（井手町職）

副執行委員長
奥山　真悠
（宇治田原町職）

執行委員
今道　雄三
（自治労府職）

執行委員
冨田　千裕
（ユース職組）

執行委員
竹内　翔真
（京田辺市職）

執行委員
中谷　康史
（京都市住公労）

副執行委員長
中谷　文明
（京都交通労組）

執行委員
上田恵理香
（京都市学職労）

執行委員
鈴木　琢夫
（自治労京丹後市職）

執行委員
西岡千恵美
（京都市学給労）

執行委員
梅田　　涼
（京都交通労組）

副執行委員長
相良　和恵
（京都市学職労）

執行委員
髙橋　祐太
（八幡市職労）

執行委員
楳田　博之
（自治労京都市職）

執行委員
岩田　真治
（八幡市職）

執行委員
北村　和美
（自治労京都市職）

書記長
増永　浩子
（八幡市職労）

執行委員
阿磨　晴明
（木津川市職）

執行委員
志場　吉洋
（京田辺市職）

執行委員
武田　勝臣
（自治労京都市職）

会計監査委員
横田　未来
（福知山市職労）

会計監査委員
安井　敬太
（京都交通労組）

会計監査委員
中坊　一朗
（井手町職）

退任役員

①給与の引き上げ改定を行うこと 
②�交通用具利用者の通勤手当について、国以

上の改善を行うこと。駐車場代についても
国以上の支給を行うこと

③�38歳4級到達をめざして在級期間を短縮す
ること

④中途採用者の賃金改善を行うこと 
⑤�会計年度任用職員の昇給上限と公募によら

ない採用の上限回数を撤廃すること

2025確定闘争
5つの重点課題

▼
城
南
衛
管
労
組
・
浅
田
代

議
員
…
地
域
手
当
８
％
の
早

期
実
現
と
府
本
部
の
財
政
運

営
の
健
全
化
を
求
め
る
。
単

組
と
し
て
も
全
組
合
員
が
参

画
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め

た
い
。

▼
執
行
部
答
弁
…
（
城
陽
）

新
市
長
も
当
選
し
た
府
議
、

市
議
も
推
薦
し
た
候
補
。
単

組
と
良
好
な
関
係
を
保
つ
と

期
待
す
る
と
と
も
に
、
こ
の

状
況
を
味
方
に
単
組
の
組
織

拡
大
推
進
を
。（
国
保
）
被

用
者
保
険
拡
大
に
よ
る
自
治

（
城
南
衛
管
）
地
域
手
当
８

％
の
獲
得
を
最
優
先
課
題
に

掲
げ
、
財
源
確
保
を
軸
に
政

策
協
力
議
員
ら
と
交
渉
を
重

ね
る
。
府
本
部
の
健
全
な
財

政
基
盤
の
確
立
と
組
織
拡
大

に
全
力
で
取
り
組
み
た
い
。

（
八
幡
）「
１
自
治
体
１
協

力
議
員
」の
実
現
を
め
ざ
し
、

推
薦
議
員
と
の
連
携
強
化
や

候
補
者
発
掘
を
進
め
た
い
。

執 行 委 員 長　　岡本　哲也　（自治労京都市職）
副執行委員長　　川戸　英美　（城南衛管労組）
　　 〃 　　　　梶村　佐知　（自治労京都市職）
執  行  委  員　　山本　勇　　（京都交通労組）
　　 〃 　　　　池野　佑児　（福知山市職労）
　　 〃 　　　　寺田　晧介　（八幡市職労）
　　 〃 　　　　中村　怜　　（自治労城陽市職）
　　 〃 　　　　植村　知矢子（国保労組）
　　 〃 　　　　清水　方人　（ユース職組）
　　 〃 　　　　西野　貴美　（公共ＵＮ）
　　 〃 　　　　大坪　州一郎（木津川市職）
会計監査委員　　岡根　良太　（国保労組）
　　 〃 　　　　大嶋　宏明　（宇治田原町職）

お力添えいただき感謝申し上げます。

当
面
の
闘
争
方
針

第２号議案

各単組で要求ー交渉ー妥結
のサイクルを確立しよう

質
疑
・
答
弁

2026ー2027年度2026ー2027年度
自治労京都府本部執行体制自治労京都府本部執行体制
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